ケーブルカー活用の意義と可能性--帆柱ケーブルの活用に関する検討を通じて by 伊藤 解子



















 ケーブルカ  ー (Funicular Railway)、利用者評価 (Visitors Ratings)、観光ポテンシャル（Potential 


































































































































































































































































青函トンネル記念館 青函トンネル竜飛斜坑線 778 250 140 1988 9.0 7 1000 42   ○
筑波観光鉄道 筑波山ケーブルカ  ー 1,634 358 495 1926 12.6 8 570 107 ○ ○ 
高尾登山電鉄 高尾山登山ケーブル 1,020 608 271 1934 11.9 6 470 135 ○ ○ ○
御岳登山鉄道 御岳登山ケーブル 1,107 470 424 1934 11.5 6 570 116 ○ ○ 
箱根登山鉄道 箱根登山ケーブルカ  ー 1,240 200 208 1922 11.5 9 410 126  ○ 
大山観光電鉄 大山ケーブルカ  ー 786 477 278 1965 12.6 6 450 101 ○ ○ 
伊豆箱根鉄道 十国峠ケーブルカ  ー 317 408 101 1956 7.2 3 210 96  ○ 
黒部ケーブルカ  ー 828 587 372 1969 11.9 5 840 131  ○ 
立山黒部貫光 
立山ケーブルカ  ー 1,366 560 502 1954 11.7 7 700 121  ○ 
比叡山鉄道 坂本ケーブル 2,025 333 484 1927 11.3 11 840 145 ○ ○ ○
京福電気鉄道 叡山ケーブル 1,458 530 561 1926 9.4 9 530 137 ○ ○ ○
鞍馬寺 鞍馬寺ケーブル 207 499 90 1957 7.4 2 100 32 ○  
丹後海陸交通 天橋立ケーブル 391 461 115 1951 7.2 4 320 76 ○ ○ 
生駒ケーブル 宝山寺線 948 227 146 1919 10.8 5 280 ‥ ○  
生駒ケーブル 山上線 1,124 333 322 1929 10.8 7 350 ‥  ○ 近畿日本鉄道 
西信貴ケーブル 1,263 480 355 1930 7.0 12 540 170 ○  ○
南海電気鉄道 高野山ケーブル 864 563 329 1930 9.6 5 380 130 ○  ○
京阪電気鉄道 男山ケーブル 411 206 82 1955 12.6 2 200 145 ○  
能勢電鉄 妙見ケーブル 666 424 229 1960 8.6 5 270 77 ○ ○ 
六甲摩耶鉄道 六甲ケーブル 1,764 498 493 1932 10.8 10 570 201  ○ 
神戸市都市整備公社 摩耶ケーブル 964 547 312 1926 11.7 5 420 53 ○ ○ 
四国ケーブル 八栗ケーブル 684 288 167 1964 12.0 4 550 127 ○  
帆柱ケーブル 帆柱ケーブル 1,191 528 441 1957 14.0 5 420 112  ○ 
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倉山ビジターセンターの運営をはじめ、森林パトロール、清掃登山、ガイドやボランティアの育成な
どに取り組み、植物ウォッチング、ほばしら探検隊、ぶらり山歩き、野鳥観察会といった自然体験型
のイベントを毎週のように開催している。また、地元の八幡薬剤師会は1977年から年一回の薬用植物
研修会を続けており1998年には全国でも珍しい薬剤師会付属の薬用植物園を開園させた。このような
活動は、リピーターの確保というような目的を超えた社会貢献であり、環境モデル都市づくりにも寄
与し高く評価される活動である。 
 このような山上ならではの自然とのふれあいを誘因とする来訪の動機づくりが、繰り返し訪れる人
を増やすために必要である。市民をはじめとするリピーターには、非日常的な観光地としてよりも、
豊かな自然とふれあい健康づくりもできる身近な公園としてアピールしていくことが効果的と思われ
る。従来、自然公園も都市公園も空間を限定した整備保全や維持管理、利用規制に力点が置かれ利用
運営の視点が弱かった。しかし、今日、公園にも効率的な経営手法が強く求められようになっている。
帆柱自然公園は指定管理者制度の対象ではないが、今後は目標設定や利用者による評価などの導入が
課題となっていくだろう。さらに、利用者、管理者、施設など公園に関わる要素を効果的に活用し、
管理運営までを含め継続的に改善を進めるパーク・マネジメントを通じて、リピーターにも遠来の客
にも、また子供にも高齢者にも、満足度の高い場としていくことが課題である。そのような取り組み
によって自然体験手段としてのケーブルカーの活用が進み、持続的な集客につながると考える。 
 
（注4）ＪＴＢは2009年1月、旅のアンケートサイト「たびＱ」において「鉄道の旅」に関する調査を
行った（有効回答数 2,199）。それによると、鉄道の旅を「好き」(55.4%)と「どちらかという
と好き」(37.6%)をあわせて93.0%が「好き」と回答している。 
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